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	この薬の名前は

	・商品名：レボホリナート点滴静注用１００ｍｇ「BT」

	・商品名：Levofolinato 
· 一般名：レボホリナートカルシウム
· 適用区分：
· 医薬品コード620009590
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	この薬の働きは

	・抗腫瘍剤（フルオウラシル）と併用することで、がん細胞の増殖を抑える効果を増強させます。精脈内に点滴静注することで、胃がん（手術できないあるいは再発した）または結腸・直腸がんに対して効果の増強が期待できます。 

	注射のまえに確認すること
	· 次のような人は注射のまえに主治医に申し出てください：
以前に薬を飲んで、または注射を受けて、発しんやかゆみなどが出たことがある。
白血球など血液の検査値が低い。下痢がある。熱がある。水ぼうそうや他の感染症にかかっている。心臓に病気がある。体がだるいと感じている。
· この注射を行う期間：
注射の間隔は、一緒に使用する他の薬や、患者さんの状態などによって異なりますので、具体的な投与期間については、主治医に確認してください。
· 注射の方法：
通常、ブドウ糖液、生理食塩液、または電解質維持液等の溶解液に混ぜ、点滴静注します。
· その他：
授乳中、妊娠または妊娠している可能性がある。他の抗がん剤を使っている。放射線治療を受けている。

	副作用について
	・薬は人によって，目的の効果以外に，望ましくない作用が出る場合もあります。
◎次のような症状に気づいたら，すぐに主治医や薬剤師、看護師に申し出てください：
<下痢・腸炎>泥状または水様の便が続く。おなかが痛くなる。便に粘液が混ざることがある。
<骨髄機能抑制>寒気がする。発熱。出血しやすい。
<過敏症>発しんやかゆみがある。息が苦しい。めまいがする。
<ショック・アナフィラキシ―様症状>顔などがほてる。脈が速くなるあるいは遅くなる。胸が
苦しくなる。
<白質脳症、精神・神経障害>歩行時にふらつく。舌のもつれがある。
<うっ血性心不全、心筋梗塞、安静狭心症>どうき。胸が痛い。足がむくむ。
<肝機能障害・黄疸>尿の色が濃くなる。白目や皮膚が黄色くなる。
<急性腎不全>血尿が出る。尿量が減る。
<間質性肺炎>から咳がでる。熱がでる。息が苦しい。
<消化管潰瘍、重篤な口内炎>腹痛がある。黒い便が出る。口の中が荒れる。
<手足症候群>手のひら、足の裏に赤い発しんなどがでる。
<播種性血管内凝固症候群（DIC）>皮下出血など、出血しやすくなる。
<嗅覚脱失>においが分かりにくくなる。
<高アンモニア血症>手指のふるえ。
<急性膵炎>上腹部が痛む。背中が痛い。
<劇症肝炎、肝硬変>食欲がない。黄疸が出る。
<寝室性頻脈>胸が痛い。
<ネフローゼ症候群>体がむくむ。
<皮膚粘膜眼症候群、中毒性表皮壊死症>手足に輪状の紅斑、やけどのような症状がでる。
<溶血性貧血>ふらつく。出血しやすい。
<消化器>食欲不振、悪心・嘔吐、味覚異常、腹痛、心窩部痛、口渇、便秘、下血、口角炎、
舌炎、胸やけ、腹部膨満感。
◆次のような症状に気づいたら，早めに主治医や薬剤師、看護師に相談してください：
<色素沈着>、<脱毛>、<発熱>、<低蛋白血症>、<低アルブミン血症>
◇上記のほかに次のような副作用が出ることがあります：
<蛋白尿>、<血尿>、<しびれ>、<めまい>、<末梢神経障害>、<色素沈着>、<脱毛>、<落屑>、
<紅斑>、<表皮剥離>、<角化>、<糜爛>、<水疱>、<浮腫>、<紅潮>、<そう痒感>、<爪の異常>、
<光線過敏症>、<発疹>、<心電図異常>、<不整脈>、<胸痛>、<胸内苦悶>、<流涙>、<眼充血>、
<眼脂>、<結膜炎>、<倦怠感>、<糖尿>、<頭重感>、<呼吸困難>、<顔面浮腫>、<手指の腫脹>、
<鼻出血>、<筋肉痛>、<電解質異常（低ナトリウム血症、低カリウム血症、高カリウム血症、
低クロール血症、高クロール低血症、カルシウム血症）>、<頭痛>、<耐糖能異常>、<白血球
増多>、<好酸球増多>
・他にもからだの異常を感じたら，主治医や薬剤師、看護師に相談してください。

	注射のあとに 注意すること
	・


	その他

	・
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＊ここには，知っておいていただきたい主な事柄だけが書いてあります。更にくわしく知りたい時は，主治医や   薬剤師､看護師におたずねください。

